
サービスプロバイダ事業者から署名検証
業務を受託

Developer-Friendlyな開発リソースを提供

公的個人認証サービスの利活用

1. サービスプロバイダ事業者向けの開発支援サービス『PS Platform』

公的個人認証サービスによる本人確認（KYC）を行いたい事業者に、
JPKIによる署名検証業務の受託・証跡保存等のサービスを提供する。

署名検証業務の受託

SP事業者
（証券会社等）
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契約書に電子署名 検証の委託

申請の成否

失効確認

結果の通知

JPKIを活用するサービスの民間開発者向けのプラットフォームとして、
開発リソース（API、SDK、サンドボックス環境等）を提供する。
民間事業者による新規サービスの開発を促進する窓口に。

開発支援サービス

(例) 銀行・証券口座開設アプリ/ フリマアプリ / 不動産オークションアプリ

利用者

スタートアップ企業やベンチャー企業をふくむ
多様な民間事業者の参入を促すために

公的個人認証サービスのプラットフォーム事業者
として



公的個人認証サービスの利活用

2. 自社開発のデジタル身分証スマホアプリ『ポケットサイン』

マイナンバーカードを
使って

公的個人認証サービス

スマートフォンで
読み取り

❏ 利用者証明用電子証明書を使って利用登録・ログイン
❏ 署名用電子証明書でデジタル身分証の利用規約に同意
❏ 最新の基本４情報をかんたんに登録
❏ スマホの乗り換え時にも、らくらく引継ぎ

　　　　　　※ 15歳未満等向けに、券面事項入力補助APの登録にも対応

デジタル身分証を
さまざまなサービスに

ユーザー登録 利活用

例）
防災・避難支援
電子チケット
地域向け広告・アンケート
メッセンジャー・SNS

デジタル身分証や独自のPKIを活用する
自社またはサードパーティ製のサービスを開発。
ミニアプリ等として利用者に提供する。

デジタル身分証とミニアプリ

Step 1 Step 2


